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パーキンソン病の疾患動物モデルに水素分子を投与したところドパミン神経細胞の減

少を抑え、パーキンソン病患者さんにも効果が期待された。水素水の無作為化二重盲検

併行群間試験にてパーキンソン病の症状改善に効果を認めることを 2012 年、当グルー

プにて証明した（図１）。現在はその効果の確証を得るべく長期で全国多施設共同試験

を行っている。 

 

パーキンソン病の疾患発症にミトコンドリア異常がこれまで報告されており、ミトコン

ドリア代謝に関連した還元型コエンザイム Q10 の無作為化二重盲検併行群間試験をお

こなっている。 

他に多くの患者さんのデータベースからの研究も行っている。 
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